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「中津川の石ころ」講座 終了 
― 恵那山誕生の大スペクタクルが見えてくる ― 

 恵那山学会主催、中津川市民企画講座“中津川の石ころ”は無事終了しました。会員の参加者は４名、一般

は５名、それに講師、市役所関係者２名を含めて、全部で１２名でした。 
 ８千数百万年前、恐竜が跋扈していた頃の大噴火、プレートの移動による百数十万年前になってからの隆起

と断層による恵那山の誕生。中津川の濃飛流紋岩類、花崗岩、海成の砂岩、泥岩、チャートなどから恵那山の

成り立ちを知ることが出来ました。 
 最終日には、雨の中を実際に河原に出てさまざまな小石を拾い、公民館のロビーに持ち込み、講師の先生に

解説していただきました。 
 参加した者の感想としては、恵那山の地形、植物、動物、昆虫、人文などを知る上の基盤として、恵那山

の大地を知ることはきわめて大切なことだと思います。再び機会があったら、是非大勢の人に受講して欲し

いと思いました。（金井） 
ケヤキ平キャンプ場の落ち葉観察  

 恐らく、今年最後の一般公開の行事になるに違いない。傘をさして

落ち葉を拾い、キャンプ場の炊事場に持ち込み分類・同定の作業をし

た。雨は午後には上がるという予報だったが、結局、終日雨だった。 
 参加者 8名（一般５、会員 3名）が、テーブル一杯に落ち葉を広げ、
同種のものをまとめ、比較・同定し、50種ほどの落ち葉標本を採集す
ることが出来た。 
 雨降りのため、落ち葉が過度に乾燥することなく、落ち着いて図鑑

を広げ、インタープリター（上杉さん）の指導を受けながら、仕分け、

同定を行い、名前を書いたカードと一緒にポリ袋に入れた。 
 各自が、それぞれ持ち帰り、本格的な標本を作り、豊かなけやき平の植生を知り、この森に親しみ、

来年の春の芽吹きと開花を待つことになった。（金井） 
―――――― ・・―――――――― ・・ ――――――― 

笹あれこれ 
                                     上杉 毅 

私の師匠に当たる人が「長年笹に関心を持って観察してきたが、その生態に少しも近づくことが出来

ない」と嘆いていたのを耳にしたことがある。愛知県下で一二を争う実力者がそんな嘆きを漏らすほど

笹の仲間の分類は難しい。しかし完全を期していたらいつまでも進まないので、ここでは簡単に見分け

ることの出来る種だけとりあげよう。 
恵那山で見られる笹ではシナノザサ、スズタケを知って欲しい。一般的な登山道はほとんどこの二種

に限られているからだ。このうちスズタケは主としてブナ帯に分布し、日本海側のブナ林の林床を被う

チシマザサに対して太平洋側のブナ林の要素とされている。ただしブナ林でなければ生育しないわけで

はなく、標高 200 メートル程度のブナのない低山にも生える。葉が枝分かれした棹の先端に二枚か、三
枚だけつくので、遠目にもぱらぱらとまばらに見える。「あっスズタケかな」と思ったら、ぜひ近づいて

枝の様子を観察して欲しい。スズタケのもうひとつの特徴は節がほとんど膨らまないことである。節が
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膨らまないのはヤダケも同じだが、恵那山でヤダケを見かけることはほとんどない。節がぷっくりと膨

らまず、なだらかに少し膨らんでいる程度ならスズタケである。 
シナノザサは一般にスズタケよりも標高が高い位置に分布している。登山中にスズタケが消えて、別

の笹が現われたら、まず全体の様子を観察して欲しい。シナノザサは別名クマイザサと呼ばれている。

クマは熊ではなく葉が九枚つくという意味らしく、枝先に数枚の葉がつく様子はスズタケと簡単に見分

けることが出来るはずだ。そこで「あっシナノザサかな」と思ったら、近づいて今度は葉に触ってみて

欲しい。シナノザサなら葉の裏にふわりと毛が生えているのを感じ取ることが出来るはずだ。 
ただしシナノザサについては葉裏の毛が豊富にあるとは限らず、薄いものがあるので話がややこしい。

富士見台付近の笹は長野県植物誌でイブキザサとされている。実際に調べてみると葉裏の毛はなく、そ

の見方もうなずけるが、毛があるのかないのか微妙なものも多くて困る。この点についてはもう少し調

べる必要がありそうだ。 
登山口より標高が低い麓や東濃地方の低地で見られるものではミヤコザサとネザサを知っておきたい。

ミヤコザサは枝が分岐しないという第一級の特徴があり、間違えることはないだろう。節は枝の細さに

比較して太く、ぷくりと膨らんでいる。 
ネザサは分かれた枝があまり横に広がらず、主たる棹の周りに葉がまとわりつくように見える。民家

や畑の周りの笹薮は、このネザサであることが多い。 
 

恵那山のシャクナゲ 
                                    金井 孝素 

 前から気になっていたことだが、黒井沢ルートではシャクナゲを見たことがない。それだけでなくド

ウダンツツジをはじめとするツツジ科の植物にもほとんどお目にかからない。シラタマノキぐらいであ

る。これは広河原ルートでも同じだ。黒井沢ルートでは長寿凹著科の水場に近い２,１００ｍ付近から上
で、ようやくドウダンツツジが現れる。それに比べて神坂峠ルートはツツジ科の宝庫といってもいい。

サラサドウダンやシャクナゲはじめ、ホツツジ、ウラジロヨウラク、シラタマノキ、コヨウラクツツジ、

チョウジコメツツジなど、結構多い。 
 恵那山学会では中津川市民企画講座“中津川の石ころ”を主催した。これは中津川市の初めての試み

で、市民が企画する講座を行政として援助しようという企画である。恵那山学会では中津川市を流れる

中津川の石ころから、恵那山の誕生を探るべく“中津川の石ころ”講座を企画・申請し、その第一号と

して開催の運びになったものである。 
 大まかに言うと、恵那山一帯の地質は、花崗岩の上を濃飛流紋岩類の溶結凝灰岩が覆っている（ルー

フペンダント）。富士見台もそうだし、神坂峠ルート、前宮ルート、恵那山の山頂大地も溶結凝灰岩で覆

われている。“中津川の石ころ”講座で得た知識を通して恵那山の植生を見ると、特異な石楠花の分布と

地質の関係が浮かび上がってくる。 
 シャクナゲの用土には PH5程度の山砂が適しているという。山砂とは花崗岩の風化したもので、この
辺りでは矢作砂が有名である。神坂峠ルートや前宮ルートの流紋岩は花崗岩質の火山岩だから、石楠花

の生育に適した用土ということができる。 
 一方、黒井沢ルートと広河原ルートは黒い石が優勢で、美濃帯堆積岩類といわれる海成の泥岩または

砂岩である。この堆積岩がどの程度の PH になるのか測定していないが、石楠花の生育に不適なレベル
になっている可能性がある。どなたかこの辺りをわかりやすく解説していただけるとありがたい。 
             【参考書】 
                   ガーデンライフ編／シャクナゲその種類と栽培／誠文堂新光社 
                  村松武編／中央アルプスの山旅／飯田市美術博物館 
                  大林達生編／恐竜時代の巨大火砕流―濃飛流紋岩―／中津川市鉱物博物館 
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神
様
の
石
こ
ろ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

張
山 

 

勇 
 

ふ
と
恵
那
山
に
登
っ
て
み
た
い
衝
動
に
か
ら
れ
た
。

か
れ
こ
れ
一
〇
年
ほ
ど
前
の
こ
と
で
す
。
体
力
的
に
も

何
と
な
く
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス
と
思
え
て
な
ら
な
か
っ

た
。
還
暦
ま
で
余
す
と
こ
ろ
数
年
の
夏
だ
っ
た
。 

 

ほ
ど
な
く
し
て
生
ま
れ
て
初
め
て
、
手
術
の
た
め
４

ケ
月
の
入
院
生
活
を
送
る
ハ
メ
に
な
る
と
は
、
こ
の
時

は
思
い
も
し
な
か
っ
た
。 

心
当
た
り
数
人
に
一
緒
に
行
っ
て
く
れ
な
い
か
と

声
を
掛
け
て
み
ま
し
た
が
い
ず
れ
も
ダ
メ
だ
っ
た
。
や

む
な
く
女
房
を
説
得
し
て
決
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

恵
那
山
に
登
る
の
は
二
人
と
も
初
め
て
で
し
た
。 

 

黒
井
沢
を
出
発
、
ほ
ど
な
く
し
て
数
匹
の
ア
カ
蜂
に

付
き
ま
と
わ
れ
た
。
行
け
ど
も
払
え
ど
も
私
の
ま
わ
り

だ
け
を
飛
び
回
っ
て
離
れ
な
い
の
で
す
。 

し
ば
ら
く
し
て
や
っ
と
気
が
つ
い
た
。
リ
ュ
ッ
ク
の

中
の
ア
ユ
が
目
当
て
だ
っ
た
の
で
す
。
山
へ
持
っ
て
い

く
缶
コ
ー
ヒ
ー
を
出
そ
う
と
、
出
掛
け
に
冷
蔵
庫
を
開

け
た
時
た
ま
た
ま
パ
ッ
ク
詰
め
の
ア
ユ
が
目
に
入
っ

た
。
何
気
な
く
買
物
用
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
放
り
込
み
、

コ
ー
ヒ
ー
と
い
っ
し
ょ
に
リ
ュ
ッ
ク
に
入
れ
た
の
で

す
。 子

供
の
こ
ろ
親
父
か
ら
習
っ
た
ヘ
ボ
（
地
蜂
）
取
り

が
頭
を
か
す
め
る
。
親
父
は
霧
が
原
（
湯
舟
沢
）
で
生

ま
れ
、
一
代
を
山
林
労
務
者
と
し
て
山
と
と
も
に
過
ご

し
た
。
我
家
の
軒
下
に
は
木
箱
に
入
っ
た
ヘ
ボ
の
巣
が

い
く
つ
も
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
た
の
を
思
い
出
す
。 

カ
エ
ル
の
皮
を
剥
い
で
木
の
先
に
刺
し
、
と
ま
っ
た

蜂
に
目
印
の
真
綿
を
付
け
て
飛
ば
す
の
で
す
。
空
気
の

抵
抗
で
ス
ピ
ー
ド
が
落
ち
た
蜂
の
真
綿
を
追
っ
て
巣

を
見
つ
け
る
の
で
す
。
蜂
が
獲
物
を
見
つ
け
る
の
は
、

鋭
い
臭
覚
が
頼
り
だ
っ
た
と
は
こ
の
と
き
始
め
て
知

っ
た
。 

 

ア
カ
バ
チ
は
や
が
て
居
な
く
な
っ
た
。
標
高
が
高
く

な
っ
た
た
め
か
、
あ
る
い
は
距
離
が
彼
ら
の
生
活
圏
を

越
え
た
た
め
だ
ろ
う
か
。
頂
上
に
近
づ
く
と
空
一
面
に

ト
ン
ボ
が
舞
っ
て
い
た
。
あ
の
よ
う
な
大
群
を
見
る
の

は
初
め
て
だ
っ
た
。
間
も
な
く
里
へ
降
り
て
い
く
の
で

し
ょ
う
。 
 

ウ
ェ
ス
ト
ン
は
頂
上
で
コ
コ
ア
を
沸
か
し
て
飲
ん

だ
そ
う
だ
が
、
我
々
は
ア
ユ
を
塩
焼
き
に
し
て
食
っ
た
。

急
い
で
焼
い
た
せ
い
も
あ
ろ
う
が
あ
ま
り
う
ま
い
と

思
っ
た
記
憶
も
な
い
。
恐
ら
く
養
殖
も
の
だ
ろ
う
。
我

家
の
家
計
で
国
産
の
う
な
ぎ
の
蒲
焼
や
、
天
然
ア
ユ
が

買
え
る
わ
け
も
な
い
。 

 

山
小
屋
の
傍
ら
に
祀
ら
れ
て
い
る
神
様
の
小
さ
な

祠
の
前
で
手
を
合
わ
せ
、
そ
の
前
に
こ
ろ
が
っ
て
い
る

梅
干
か
ら
握
り
こ
ぶ
し
位
ま
で
の
小
石
を
三
ツ
四
ツ

リ
ュ
ッ
ク
に
入
れ
る
。
バ
ァ
さ
ん
（
母
親
）
か
ら
一
コ

借
り
て
来
て
く
れ
と
頼
ま
れ
て
い
た
か
ら
だ
。
頼
ま
れ

た
の
は
一
ツ
な
の
に
、
三
ツ
四
ツ
拾
っ
た
の
は
大
き
さ

ま
で
確
認
し
て
来
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
も
し
気
に
入

ら
な
く
て
も
お
い
そ
れ
と
換
え
に
行
く
訳
に
い
き
ま

せ
ん
。 

 

バ
ァ
さ
ん
は
、
こ
の
一
〇
年
ほ
ど
緑
内
障
で
視
力
を

失
っ
て
外
出
で
き
ず
、
屋
内
を
手
探
り
で
用
を
足
し
大

半
を
ベ
ッ
ド
で
過
ご
し
て
い
た
。
日
長
一
日
テ
レ
ビ
を

聴
き
、
八
百
万

や
お
よ
ろ
ず

の
神
様
、
仏
様
に
お
祈
り
す
る
の
が
日

課
で
し
た
。
石
こ
ろ
は
そ
の
ご
神
体
に
す
る
た
め
だ
っ

た
の
で
す
。
「
ワ
シ
が
死
ん
だ
ら
ち
ゃ
ん
と
返
し
て
き

て
ナ
」
が
、
約
束
だ
っ
た
。 

  

平
成
一
九
年
一
〇
月
一
六
・
二
三
の
両
日
、
中
央
公

民
館
で
中
津
川
の
石
こ
ろ
講
座
（
主
催 

恵
那
山
学

会
）
が
開
か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

― 

恵
那

山
誕
生
の
大
ス
ペ
ク
タ
ル
が
見
え
て
く
る
！ 

― 

が
テ
ー
マ
で
す
。 

 

こ
の
と
き
の
テ
キ
ス
ト
『
恐
竜
時
代
の
巨
大
火
砕
流

―
濃
飛
流
紋
岩
―
』
に
よ
れ
ば
、
恵
那
山
や
富
士
見
台

の
石
（
濃
飛
流
紋
岩
）
は
、
今
か
ら
お
よ
そ
八
千
五
百

万
年
前
（
中
生
代
白
亜
紀
後
期
）
に
始
ま
る
火
山
活
動

の
火
砕
流
が
固
ま
っ
て
出
来
た
の
で
す
。
ま
だ
恐
竜
が

の
し
歩
い
て
い
た
時
代
で
す
。
以
後
こ
の
火
山
活
動
は

断
続
的
に
二
千
万
年
ほ
ど
続
き
、
恐
竜
の
突
然
の
絶
滅

（
約
六
五
〇
〇
万
年
前
）
と
軌
を
一
に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
岐
阜
大
学
の
小
井
土
先
生
は
「
信
念
」

と
し
て
、
恐
竜
は
こ
の
火
山
活
動
を
原
因
と
し
て
絶
滅
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し
た
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
て
い
ま
す
。 

 

地
球
の
誕
生
は
四
六
億
年
前
、
世
界
最
古
の
岩
石
は

四
〇
億
年
、
生
命
誕
生
三
八
億
年
、
恐
竜
が
出
現
す
る

の
は
二
億
三
五
〇
〇
万
年
前
か
ら
二
億
八
〇
〇
万
年

（
中
生
代
・
三
畳
紀
・
後
期
）
、
そ
し
て
人
類
の
出
現

は
約
四
四
〇
万
年
前
（
新
生
代
・
新
第
三
紀
・
鮮
新
世
）
、

と
い
わ
れ
て
い
る
。
（
石
に
聞
こ
う
！ 

二
〇
億
年
の

あ
ゆ
み
・
中
津
川
市
鉱
物
博
物
館
） 

 

子
供
の
こ
ろ
、
恵
那
山
や
富
士
見
台
（
木
曽
山
脈
）

は
、
地
球
が
冷
え
て
固
ま
る
と
き
出
来
た
シ
ワ
だ
と
聞

い
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
実
に
説
得
力
が
あ
り
、
子

供
に
も
理
解
で
き
る
。
以
来
、
漠
然
と
し
て
で
は
あ
る

が
地
球
誕
生
か
ら
ほ
ど
な
く
し
て
出
来
た
も
の
と
思

っ
て
き
た
。 

 

落
合
郷
土
誌
は
、
第
四
紀
に
入
る
と
、
木
曽
山
脈
の

隆
起
が
起
り
、
・
・
・
・
・
落
合
地
区
の
地
形
の
原
形

が
完
成
し
た
。
と
記
し
て
い
る
。
郷
土
史
に
興
味
を
持

っ
た
の
は
一
〇
年
ほ
ど
前
か
ら
だ
か
ら
、
こ
れ
が
目
に

と
ま
っ
た
の
も
精
々
そ
れ
以
降
だ
ろ
う
。
第
四よ

ん

紀
と
は

何
ぞ
や
？ 

広
辞
苑
に
は
、
新
生
代
の
末
期
、
約
一
八

〇
万
年
前
か
ら
現
在
に
至
る
時
代
。
と
あ
る
。
約
一
八

〇
万
年
前
と
は
？ 

ち
な
み
に
恐
竜
を
引
い
て
み
た
。

中
生
代
の
三
畳
紀
に
出
現
、
白
亜
紀
末
ま
で
生
息
し
た
。

と
な
っ
て
い
る
。
白
亜
紀
？ 

同
じ
く
約
一
億
四
千
万

年
前
か
ら
六
千
五
百
万
年
前
と
あ
る
。
エ
ッ
！ 

ま
さ

か
？ 

恐
竜
は
、
恵
那
山
は
お
ろ
か
木
曽
山
脈
も
見
て

な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
時
の
驚
き
は
今
も
覚
え
て
い

る
。
こ
の
程
度
で
驚
く
の
は
ま
だ
早
い
。
恐
竜
は
お
ろ

か
人
類
の
祖
先
す
ら
も
恵
那
山
を
知
ら
な
い
の
だ
。 

 

恵
那
山
が
現
在
の
形
と
な
る
の
は
、
お
よ
そ
一
〇
〇

万
年
か
ら
八
〇
万
年
前
と
い
う
説
も
あ
る
そ
う
で
す
。

（
中
津
川
の
石
こ
ろ
講
座
） 

 

隆
起
が
始
ま
る
の
を
一
八
〇
万
年
前
か
ら
と
す
れ

ば
、
今
の
形
に
な
る
ま
で
に
お
よ
そ
一
〇
〇
万
年
か
か

っ
た
こ
と
に
な
る
。
隆
起
の
速
度
を
一
定
と
仮
定
し
、

二
〇
〇
〇
ｍ
を
一
〇
〇
万
年
で
割
る
と
、
一
年
に
二
ｍ

ｍ
、
一
〇
〇
〇
年

で
二
ｍ
の
計
算

と
な
る
。 

 

濃
飛
流
紋
岩

は
近
く
で
も
見

る
こ
と
が
出
来

ま
す
。
夜
明
け
大

橋
下
の
落
合
川

の
川
底
一
帯
は

こ
の
岩
体
が
露

出
し
て
お
り
、
上

流
の
本
谷
、
湯
舟
沢
川
合
流
点
ま
で
両
岸
を
え
ぐ
っ
て

続
い
て
い
る
。
石
畳
に
敷
詰
め
ら
れ
て
い
る
石
も
こ
の

岩
で
あ
り
、
医
王
寺
の
裏
か
ら
新
茶
屋
へ
抜
け
る
林
道

で
も
観
察
で
き
る
。 

 

湯
舟
沢
温
泉
の
掘
削
は
、
こ
の
岩
体
の
断
層
に
向
っ

て
ボ
ー
リ
ン
グ
し
、
地
下
一
三
〇
〇
ｍ
で
源
泉
に
達
し

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

恵
那
山
ト
ン
ネ
ル
は
延
長
八
四
五
〇
ｍ
で
す
が
、
こ

の
間
主
要
断
層
だ
け
で
実
に
一
二
四
条
あ
り
（
恵
那
山

ト
ン
ネ
ル
工
事
誌
）
、
平
均
す
れ
ば
約
六
八
ｍ
に
１
ツ

と
な
る
。
こ
の
断
層
１
ツ
１
ツ
が
山
脈
隆
起
の
あ
か
し

な
の
だ
ろ
う
か
。
湯
舟
沢
温
泉
の
断
層
も
こ
の
延
長
線

上
の
一
ツ
だ
ろ
う
。 

 

こ
の
岩
体
は
、
恵
那
山
か
ら
飛
騨
に
か
け
て
縦
断
し

広
く
お
お
っ
て
い
ま
す
。
厚
さ
の
平
均
約
二
ｋ
ｍ
、
長

さ
約
一
三
〇
ｋ
ｍ
、
最
大
幅
約
四
〇
ｋ
ｍ
、
岐
阜
県
の

面
積
の
１
／
３
以
上
（
五
〇
〇
〇
平
方
ｋ
ｍ
）
を
し
め

て
い
る
。
（
福
岡
町
史
・
恵
那
市
史
） 

 

こ
の
一
万
立
方
ｋ
ｍ
に
も
お
よ
ぶ
膨
大
な
量
の
内
、

梅
干
一
個
分
が
バ
ァ
さ
ん
の
ご
神
体
の
石
こ
ろ
だ
っ

た
の
だ
。
と
こ
ろ
が
こ
の
内
の
ダ
ン
プ
十
数
杯
分
ほ
ど

が
こ
の
二
〇
年
ほ
ど
前
、
既
に
我
家
に
は
あ
っ
た
の
で

す
。
恵
那
山
ト
ン
ネ
ル
の�

ず
り

（
工
事
で
掘
り
出
さ
れ
た

廃
石
）
で
す
。 

 

恵
那
山
ト
ン
ネ
ル
中
津
川
方
杭
口
の
標
高
は
六
四

五
ｍ
で
す
。
ト
ン
ネ
ル
は
富
士
見
台
直
下
を
貫
い
て
い

る
。
富
士
見
台
は
標
高
一
七
三
〇
ｍ
で
す
か
ら
そ
の
差

は
約
一
一
〇
〇
ｍ
と
な
り
、
隆
起
以
前
は
温ぬ

る

川
左
岸
の

源
泉
地
一
帯
ま
で
や
は
り
二
ｋ
ｍ
近
い
厚
さ
で
覆
わ

れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。 

 

本
工
事
に
先
立
つ
恵
那
山
ト
ン
ネ
ル
中
津
川
方
工

夜明け大橋（落合川）より恵那山を望む 



  恵那山学会ニュース                        ２００７－１１－１５ 

（5／6） 

事
用
道
路
の
新
設
工
事
が
開
始
さ
れ
る
の
は
、
昭
和
四

三
年
（
一
九
六
八
）
八
月
だ
か
ら
も
う
四
〇
年
ほ
ど
経

つ
。
こ
の
３
ケ
月
前
に
我
が
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
マ
ン

人
生
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。
配
達
用
の
タ
ン
ク
ロ
ー

リ
ー
車
が
普
及
し
始
め
る
の
も
こ
の
頃
か
ら
だ
。
当
時

ま
だ
め
ず
ら
し
か
っ
た
ロ
ー
リ
ー
の
ホ
ー
ス
を
延
ば

し
て
い
る
と
宿
舎
（
飯
場
）
か
ら
小
さ
な
女
の
子
が
跳

ん
で
来
て
、
う
ち
も
「
汲
み
取
り
し
て
い
っ
て
ネ
」
と

頼
ま
れ
た
の
も
一
度
や
二
度
で
は
な
か
っ
た
。
ト
ン
ネ

ル
の
開
通
は
五
〇
年
八
月
だ
が
、
そ
の
後
も
工
事
は
続

き
都
合
一
五
年
ほ
ど
給
油
し
た
。 

 

国
道
一
九
号
線
の
拡
幅
工
事
に
引
っ
掛
か
っ
て
我

家
は
転
居
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
か
れ
こ
れ

三
〇
年
ほ
ど
前
の
こ
と
で
す
。  

そ
の
こ
ろ
落
合
で

は
山
の
天
然
石
が
庭

石
と
し
て
採
取
さ
れ
、

木
曽
石
と
し
て
関
西

方
面
に
も
盛
ん
に
運

ば
れ
て
い
た
。
大
阪
万

博
跡
地
の
千
里
ニ
ュ

ー
タ
ウ
ン
の
宅
地
造

成
用
と
し
て
も
使
わ

れ
た
と
い
う
。 

 
 

引
越
し
先
の
斜
面
の
土
地
を
埋
立
て
、
高
さ
二
ｍ

ほ
ど
石
垣
を
積
む
こ
と
に
な
っ
た
。
木
曽
石
は
コ
ン

ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
に
比
べ
る
と
工
事
費
が
若
干

割
高
と
な
る
。 

木
曽
石
は
、
大
阪
ま
で
運
ぶ
と
運
搬
費
・
問
屋
の
口

銭
な
ど
を
含
め
、
土
場
渡
し
の
倍
の
値
段
に
な
る
と
聞

い
た
。
産
地
で
使
わ
ぬ
手
は
な
い
。
と
自
分
に
言
い
聞

か
せ
散
々
迷
っ
た
あ
げ
く
、
し
ん
ど
か
っ
た
が
木
曽
石

に
決
断
し
た
。
石
垣
（
野
面
）
積
に
際
し
て
、
補
強
の

た
め
そ
の
裏
側
に
ト
ン
ネ
ル
の
ズ
リ
を
入
れ
そ
の
間

に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
流
し
込
ん
だ
の
で
あ
る
。
（
ズ
リ

の
入
手
に
つ
い
て
は
、
引
越
し
の
買
収
交
渉
に
際
し
て
、

窓
口
の
市
を
通
じ
て
建
設
省
に
依
頼
し
、
公
団
の
許
可

を
得
た
） 

 

こ
の
木
曽
石
の
採
取
地
は
大
久
手
（
梵
天
山
）
だ
っ

た
と
思
っ
て
い
る
。
こ
の
サ
ン
プ
ル
を
こ
の
度
鉱
物
博

物
館
で
鑑
定
し
て
頂
い
た
と
こ
ろ
花
崗
閃
緑
斑
岩

か
こ
う
せ
ん
り
ょ
く
は
ん
が
ん

と

の
こ
と
で
し
た
。
こ
の
石
は
濃
飛
流
紋
岩
に
貫
入
し
た

も
の
で
六
〜
七
千
万
年
前
に
形
成
さ
れ
た
と
い
う
。 

 

石
こ
ろ
講
座
を
前
に
し
て
、
予
習
の
た
め
濃
飛
流
紋

岩
の
サ
ン
プ
ル
を
、
富
士
見
台
頂
上
・
落
合
川
右
岸
（
落

合
大
橋
の
袂
）
・
石
畳
・
新
茶
屋
林
道
か
ら
集
め
た
。

ト
ン
ネ
ル
の
ズ
リ
は
工
事
の
残
り
が
ま
だ
庭
の
そ
こ

こ
こ
に
転
が
っ
て
い
る
。
断
面
を
確
認
す
る
た
め
金
槌

で
割
っ
て
み
た
。
石
の
破
片
が
飛
ん
で
き
て
危
な
い
。

や
む
な
く
草
刈
用
の
メ
ガ
ネ
を
つ
け
て
続
け
る
。
我
な

が
ら
い
い
思
い
付
き
だ
。 

 

恵
那
山
の
石
は
白
っ
ぽ
く
、
富
士
見
台
の
石
は
青

（
緑
）
っ
ぽ
い
と
聞
い
た
。
比
較
し
て
み
た
い
が
、
こ

れ
だ
け
集
め
て
肝
心
の
恵
那
山
の
石
だ
け
な
い
。
こ
れ

ば
か
り
は
、
お
い
そ
れ
と
手
に
入
ら
な
い
。
確
か
に
ズ

リ
は
青
い
。
流
石

さ

す

が

地
下
一
〇
〇
〇
ｍ
か
ら
掘
り
出
し
た

だ
け
あ
っ
て
こ
れ
は
全
く
新
鮮
だ
。
全
然
風
化
し
て
い

な
い
。 

 

「
窮
す
れ
ば
通
ず
」
と
は
よ
く
言
っ
た
も
の
だ
。
そ

う
だ
！ 

ば
ぁ
さ
ん
の
神
様
の
石
こ
ろ
だ
！ 

母
は
三
年
前
に
九
一
歳
で
既
に
亡
く
な
っ
て
い
る

が
、
約
束
は
ま
だ
果
た
し
て
い
な
い
。
盆
に
載
せ
て
床

の
間
に
置
い
て
あ
っ
た
が
、
も
う
暫
く
見
て
い
な
い
。

以
前
に
、
ど
う
す
る
の
？ 

と
聞
か
れ
た
と
き
、
そ
の

う
ち
八
幡
様
に
で
も
納
め
さ
し
て
も
ら
う
サ
。
八
幡
様

に
は
恵
那
神
社
も
合
祀
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
で
堪

忍
し
て
も
ら
う
サ
。
と
云
っ
た
記
憶
は
あ
る
。 

「
恵
那
山
の
石
、
ど
こ
へ
片
付
け
た
ぁ
。
出
し
て
く

れ
！ 

ま
さ
か
捨
て
り
ゃ
あ
せ
ん
だ
ろ
う
ナ
。」 

「
ち
ゃ
ん
と
、
し
ま
っ
て
あ
る
わ
ヨ
」 

 

「
一
ツ
だ
け
割
ら
し
て
下
さ
い
」
と
手
を
合
わ
せ

て
か
ら
割
っ
て
み
た
。
確
か
に
白
っ
ぽ
い
が
、
他
の
サ

ン
プ
ル
と
さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
。
き
っ
と
風
化
の
せ
い

だ
ろ
う
。 

母
の
部
屋
の
襖

ふ
す
ま

の
上
の
半
柱
に
は
、
梅
干
大
の
石

こ
ろ
一
ツ
が
ま
だ
テ
ー
プ
で
貼
り
付
け
た
ま
ま
に
な

っ
て
い
る
。
女
房
に
言
い
つ
け
て
貼
ら
せ
た
の
で
あ
ろ

う
。 

 
 
 
 

（
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
二
三
日
） 

花崗閃緑斑岩（野面積） 
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ウ
ェ
ス
ト
ン
と
恵
那
山
を
記
す 

 
 
 
 

『
日
本
旅
行
案
内
』 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

田
畑 

真
一 

  

明
治
二
十
六
年
五
月
の
こ
と
だ
っ
た
。
英
国
人
宣

教
師
・
ウ
ェ
ス
ト
ン
（
一
八
六
一
―
一
九
四
〇
）
が

恵
那
山
へ
登
山
し
た
。
彼
は
わ
が
国
に
ス
ポ
ー
ツ
登

山
を
広
め
た
先
覚
者
で
あ
り
、
「
日
本
ア
ル
プ
ス
の

父
」
と
讃
え
ら
れ
て
い
る
。 

 

彼
の
話
題
か
ら
離
れ
る
。
私
は
当
時
、
外
国
人
旅

行
者
向
け
に
刊
行
さ
れ
て
い
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
『
日

本
旅
行
案
内
』
第
三
版
（
明
治
二
十
四
年
）
を
調
べ

た
。
本
書
に
は
恵
那
山
に
つ
い
て
の
記
事
が
見
あ
た

ら
な
か
っ
た
。
た
だ
、「
美
濃
の
恵
那
山
」
（
拙
訳
）

程
度
の
表
記
が
二
か
所
あ
る
だ
け
だ
っ
た
。 

 

と
こ
ろ
が
第
四
版
（
明
治
二
十
七
年
）
を
調
べ
る

と
、
二
か
所
に
わ
た
り
、
記
事
が
あ
っ
た
。 

「
恵
那
山
は
落
合
（
田
畑
注
、
現
在
は
中
津
川
市
内
）

か
ら
登
る
こ
と
が
で
き
、
中
津
川
よ
り
一
里
遠
い
。

こ
の
代
わ
り
の
ル
ー
ト
（
中
津
川
ル
ー
ト
）
は
短
い

け
れ
ど
も
、
よ
り
険
し
い
」
（
拙
訳
） 

「
落
合
は
木
曽
川
の
支
流
側
の
谷
間
に
位
置
し
て

い
る
。
川
の
末
は
こ
こ
で
右
に
。
そ
の
道
は
今
、
最

終
地
点
に
た
ど
り
つ
く
ま
で
に
、
、
恵
那
山
の
突
出

部
（
山
脈
）
を
横
切
っ
て
い
る
」
（
拙
訳
） 

 

二
か
所
の
記
事
を
再
読
い
た
だ
き
た
い
。
こ
れ
ら

は
登
山
し
た
者
で
な
け
れ
ば
、
書
け
な
い
内
容
だ
。

つ
ま
り
、
登
山
し
た
者
だ
け
が
知
る
情
報
で
も
あ
る
。 

 

私
は
こ
ん
な
点
よ
り
、
第
四
版
の
記
事
は
、
ウ
ェ

ス
ト
ン
が
書
い
た
か
、
ま
た
は
彼
が
情
報
を
提
供
し

た
も
の
と
断
定
す
る
。
そ
れ
に
第
三
版
に
恵
那
山
の

記
事
が
見
あ
た
ら
な
い
こ
と
に
よ
り
、
彼
の
登
山
・

調
査
・
執
筆
の
意
欲
へ
と
つ
な
が
っ
た
。
私
の
推
察

だ
。 

 

私
は
第
四
版
の
編
集
者
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
が
書
い

た
序
文
に
も
注
目
し
た
。
次
の
記
事
だ
。 

「
本
書
に
対
し
て
も
、
多
く
の
情
報
提
供
者
の
協
力

を
得
た
が
、
特
に
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ウ
ェ
ス
ト
ン
師
か

ら
は
山
岳
部
の
ル
ー
ト
二
十
八
と
ル
ー
ト
三
十
の

改
訂
に
つ
い
て
世
話
に
な
っ
た
」（
庄
田
元
男
訳
『
異

人
た
ち
の
日
本
ア
ル
プ
ス
』
（
『
山
書
研
究
三
十
五

号
』
）
） 

 

チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
序
文
も
ま
た
、
私
が
先
に
断
定

し
た
根
拠
と
い
う
こ
と
だ
。 

〈
別
記
〉
水
野
勉
氏
に
は
、
第
三
版
の
内
容
を
お
調

べ
い
た
だ
き
、
所
村
利
昭
氏
に
は
拙
訳
へ
の
チ
ェ
ッ

ク
を
願
っ
た
。
両
氏
に
は
感
謝
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 

（
日
本
山
岳
会
資
料
映
像
委
員
） 

 《編集室から》恵那山学会ニュース第６号をお届けします。記事がなければ、白紙でもよいから月に一回発

行しようと決めてスタートしましたが、多くの力作を投稿していただき、予期以上に充実したものになったのでは

ないかと自賛しています。ただ、投稿記事に比べ、お知らせ、報告などのニュース記事が貧弱だと反省していま

す。メール、ＦＡＸ、手紙などで、どんどん情報をお寄せいただきたいと思います。 

野鳥の交通事故 先日、けやき平の落ち葉観察のとき、林道で車に轢かれた鳥の死骸を見た。「最近は鳥の交通事

故が多いんですよ」と、参加者の一人が言った。車が迫ってきても鳥が逃げなくなったというのだ。近頃、野獣の交通

事故の多いのも、あながち野獣が増えたとか、山に住むところがなくなったためとばかりいえまい。野生と人間との間

に緊張関係がなくなったのだろう。 

ハナイカダ 落ち葉観察のためハナイカダの葉を拾った。インターネットで調べて見ると、花茎が葉脈に合着して葉

の中央に花が咲くという解説が一般的だ。落ち葉には葉脈の明確な肥大はなかった。 

 花茎と葉脈とでは組織が違うらしいが落ち葉の段階では確認できなかった。葉脈の一部が肥大して花柄になったと

すれば間違いだろうか？  自然の通訳（インタープリター）は、何と翻訳するだろうか。 （Ｋ） 

国際惑星地球年 
 「国際惑星地球年（IYPE）」は
ユネスコと国際地質科学連合
（IUGS）が中心となって取り組
んでいる国際的プログラムです。
国際惑星地球年とは，地球の科学
のおもしろさと大切さを世界中の
人々に知ってもらい，それの持つ
知識と情報を積極的に利用しても
らうためのプログラムで、その期
間は２００７､２００８､２００９
年です。 
 この機会に、“地球科学の楽しさ
探し”を始めると面白いと思いま
す。 
（国際惑星地球年日本サイト） 
  http://www.gsj.jp/iype/ 


